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はじめに

◼ 複数のPDF、オフィス文書、WEBページ等を対象に、全ページを連続コピーまたは
指定部分をOCR（文字認識）で連続抽出し、Excelリスト化する機能です

⚫ Copy Full Text

✓

⚫ OCR Selected Region

✓

◼ 必要システム

⚫ RPAをお使いの場合には、64bitのWindows環境が必要です

⚫ ユーザフォルダ名が日本語の場合、不具合の恐れがあります

✓

⚫ macには対応していませんが、Windowsの仮想環境での動作は確認しています

◼ ご注意

⚫ RPA実行中は、原則として他のPC作業はできません

⚫ OCRの精度を上げるため、ご使用ソフトの設定は、全画面かつページ幅に合わせることをお
すすめします

⚫ OCRは時間を要しますので、指定する範囲、ファイル数にご注意下さい

⚫ OCRで起点画像が見つからない場合、１分間探し続けますがフリーズではありません
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環境設定

◼ Javaの実行エンジンのインストール

⚫ 必ず６４ビット版をインストールして下さい

⚫ https://java.com/ja/download/manual.jsp

６４ビッド版

https://java.com/ja/download/manual.jsp
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環境設定 つづき

◼ RPA関連ツールのインストール

⚫ 弊社サポートサイトから、SikuliX、日本語学習データ等をパッケージ化したインストーラ
ーをダウンロードして下さい

⚫ https://support.qrk.co.jp/downloads

⚫ インストール後、指示通りにSikuliXを起動して下さい、SikuliXが起動したら完了です

SikuliXの起動を確認

https://support.qrk.co.jp/downloads
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RPAの起動 ・・Copy/OCR共通

◼ Quark AppsのRPAbetaボタンから、Copy Full TextかOCR Selected Regionを選
択
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出力先の指定 ・・Copy/OCR共通

◼ 出力先の列をクリックしてRun

出力先(列)をクリック

実行
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ドキュメントフォルダの指定 ・・Copy/OCR共通

◼ リスト化したいドキュメントが格納されているフォルダを指定します

➢ Copy Full Textの操作はここまで、連続コピーがスタートします

実行

指定
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起点となる画像の指定 ・・OCRのみ

◼ フォルダ内の最初のファイルが開いて待機状態となります

◼ 起点となる画像のあるページまでスクロールし、OKをクリックします
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起点となる画像の指定 ・・OCRのみ つづき

◼ “capture an image”が表示されたら、起点となる画像領域を指定して下さい
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抽出する領域の指定 ・・OCRのみ

◼ “Select region”が表示されたら、抽出したい領域を指定して下さい

⚫ 起点画像からの相対位置をシステムが記憶します

➢ OCR Selected Regionの連続抽出がスタートします
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結果

◼ 処理が終わると、指定した列に情報が入力されます

⚫ Excelの仕様により、セル内の最大文字数は約３万文字、ワード文書だと約２０ページです
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